
応
援
金
給
付
額
は

最
大
で
20
万
円

始
ま
っ
た
の
は
江
津
市
中

小
企
業
等
持
続
化
応
援
金
給

付
事
業
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り

大
き
な
影
響
を
受
け
た
も
の

の
、
今
後
も
事
業
を
継
続
す

る
意
思
の
あ
る
事
業
者
に
対

し
て
、
応
援
金
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。
応
援
金
の
給
付

額
は
最
大
で
20
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

給
付
は
商
工
業
に
限
ら
ず
、

幅
広
い
事
業
者
が
対
象
で
、

江
津
市
内
に
本
社
の
あ
る
法

人
、
ま
た
は
主
た
る
事
業
所

の
あ
る
個
人
事
業
主
業
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
、

１
カ
月
間
の
売
り
上
げ
が
前

年
同
月
比
で
20
％
以
上
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。
た
だ
、
法
人
の
場

合
は
、
資
本
金

・
出
資
の
総

額
が
10
億
円
未
満
、
ま
た
は

常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が

２
０
０
０
人
以
下
と
の
条
件

も
あ
り
ま
す
。

一
方
で
、
前
年
と
の
比
較

が
で
き
な
い
２
０
１
９
年
以

降
で
の
新
規
起
業
の
法
人

・

事
業
主
に
は
特
例
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

申
請
受
け
付
け
窓
口
は
江

津
商
工
会
議
所

・
桜
江
町
商

工
会

・
江
津
民
主
商
工
会
の

３
カ
所
で
、
申
請
期
間
は
２

０
２
０
年
９
月
30
日

（水
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
申
請
受
け
付
け
は
完
全

予
約
制
と
な
っ
て
お
り
、
事

前
に
連
絡
が
必
要
で
す
。

１
週
間
で
１
２
０
件
を

超
え
る
申
請
数

受
け
付
け
開
始
１
週
間
で
、

申
請
は
１
２
０
件
超
に
上
っ

て
い
ま
す

（17
日
時
点
）
。

市
民
の
関
心
が
高
く
、
非
常

に
喜
ば
れ
て
い
る

一
方
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

市
内
の
商
工
業
者
の
間
で
は

「影
響
が
出
る
の
は
こ
れ
か

ら
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
６

月
以
降
も
状
況
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
支
援
が
必
要

1
億
４
０
０
０
万
円
に
上

る
こ
の
事
業
の
財
源
は
、
国

か
ら
の
臨
時
交
付
金
と
地
域

振
興
基
金

（江
津
市
の
貯
金
）

で
賄
わ
れ
て
お
り
、

一
般
財

財
源
か
ら
の
支
出
は
あ
り
ま

せ
ん
。

事
業
者
の
な
か
に
は

「国

の
持
続
化
給
付
金
や
１
人
10

万
円
の
給
付
と
あ
わ
せ
て
も
、

赤
字
補
填
に
は
足
り
な
い
」

と
の
声
も
あ
ま
す
。
市
と
し

て
、
予
算
の
組
み
換
え
や
基

金
の
取
り
崩
し
な
ど
、

「
コ

ロ
ナ
禍
で
つ
ぶ
れ
る
事
業
所

を
絶
対
に
出
さ
な
い
」
と
の

確
固
た
る
認
識
の
も
と
、
支

援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
…

協
議
会
で
は
、
23
日
の
予

算
委
員
会
で
審
査
す
る
市
長

提
案
の
補
正
予
算
案
に
関
し
、

状
況
把
握
に
必
要
な
現
地
調

査
の
場
所
選
定
と
資
料
要
求

に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
冒
頭
で
、

藤
間
義
明
委
員
長
は

「補
正

予
算
案
で
、
現
地
調
査
が
必

要
な
事
業
は
な
い
」
と
断
言
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
と
あ
わ
せ
、
現
地
調
査

を
行
わ
な
い
と
表
明
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
日
本
共
産
党
江

津
市
議
団
は
反
発
し
ま
し
た

が
、
現
地
調
査
の
実
施
の
可

否
は
場
所
ご
と
に
多
数
決
で

決
定
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
調
査
場
所
に
つ
い
て
、

党
市
議
団
議
か
ら
は
３
３
０

万
円
が
計
上
さ
れ
井
戸
を
掘

る
金
田
町
の

「ふ
れ
あ
い
館
」
、

１
６
０
万
円
が
計
上
さ
れ
点

検
が
行
わ
れ
る
農
道
橋
、
２

８
７
万
円
が
計
上
さ
れ
エ
ア

コ
ン
設
置
を
行
う
津
宮
と
桜

江
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

挙
げ
ま
し
た
。
市
民
ク
ラ
ブ

（社
民
党
）
も
１
０
９
万
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
苔
栽
培

の
潅
水
施
設
に
つ
い
て
、
現

地
調
査
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
要
求
に
政

友
ク
ラ
ブ

（自
民
党
）
と
公

明
党
が
こ
と
ご
と
く
反
対
。

現
地
調
査
の
中
止
を
決
定
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

職
務
放
棄
に
等
し
い

コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
現
地

調
査
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
場
の
多
く
は
屋
外
で
、
３

密
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
の

現
地

へ
の
移
動
に
つ
い
て
、

３
密
を
問
題
視
す
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
路
線
バ
ス

や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
る
状
況
で
、
現
地
調

査
を
中
止
す
る
理
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
補
正
予
算
案

の
具
体
的
な
内
容
が
把
握
で

き
な
い
ま
ま
で
は
、
正
し
い

判
断
は
で
き
ず
、
市
議
会
と

し
て
職
務
放
棄
に
等
し
い
対

応
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

現
地
調
査
は
し
な
い
が

懇
親
会
に
は
参
加
？

一
方
で
、
協
議
会
終
了
後

に
は
、
26
日
に
行
わ
れ
る
市

執
行
部
と
市
議
会
の
懇
親
会

の
案
内
が
…
。

こ
の
懇
親
会
は
例
年
３
月

定
例
会
閉
会
後
に
会
費
制

（今
回
は
１
人
７
０
０
０
円
）

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
延
期
と

な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
営
が
苦
し

い
宴
会
場
に
は
助
け
と
な
る

り
ま
す
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
理
由
に
、

現
地
調
査
を
中
止
に
し
な
が

ら
、
懇
親
会
に
は
参
加
す
る

こ
と
の
正
当
性
を
市
民
に
説

明
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

協
議
会
終
了
時
点
で
９
人

の
市
議
が
懇
親
会
参
加
を
申

し
込
ん
で
い
ま
す
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

中
小
企
業
等
持
続
化
応
援
金
給
付
事
業

６
月
11
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
対
す
る
江
津
市
独
自
の

支
援
策
の
受
け
付
け
が
、
市
内
３
カ
所
で
始
ま
り
ま
し
た

懇
親
会
に
は
参
加
す
る
が
…

予
算
委
員
会
で
の
現
地
調
査
は
中
止
に

17
日
、
江
津
市
議
会
の
予
算
委
員
会
協
議
会
が
行

わ
れ
、
予
算
案
審
査
に
つ
い
て
市
議
会
と
し
て
の
見

識
が
疑
わ
れ
る
決
定
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

江
津
市
独
自
の
支
援
始
ま
る

受付窓口 連絡先

江津商工会議所 0855-52-2268

桜江町商工会 0855-92-1331

江津民主商工会 0855-53-3807



情
熱
の
運
動
家

東
京
で
労
働
者
の
先
頭
に

豊
原
五
郎
さ
ん
は
１
９
０
５

年
４
月
13
日
に
那
賀
郡
和
田
村

（現
在
の
浜
田
市
旭
町
和
田
）

で
医
師

・
豊
原
勘

一
郎
氏
の
三

男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
旧

制
浜
田
中
学
を
卒
業
後
、
小
学

校
の
代
用
教
員
を
勤
め
た
も
の

の
向
学
心
が
強
く
、
同
郷
の
先

輩

・
服
部
之
総
氏

（東
大
卒
の

歴
史
学
者
）
を
頼
り
上
京
。
関

東
大
震
災
に
よ
る

一
時
帰
郷
を

は
さ
み
、
１
９
２
４
年
に
セ
ツ

ル
メ
ン
ト
労
働
学
校
で
社
会
科

学
を
学
び
、
東
京
合
同
労
組
オ

ル
グ
と
し
て
労
働
組
合
運
動
に

参
加
し
ま
し
た
。

１
９
２
５
年
に
は
、
日
清
紡

争
議
で
会
社
が
雇
っ
た
暴
力
団

の
脅
迫
に
、
デ
モ
隊
の
先
頭
に

立
っ
て
応
じ
ま
し
た
が
重
傷
を

負

っ
た
挙
句
、
警
察
に
検
挙
さ

れ
ま
し
た
。
亀
戸
署
で
は
労
働

争
議
の
首
謀
者
と
し
て
過
酷
な

拷
問
を
受
け
、
肋
膜
炎
に
か
か

り
帰
郷
。
実
家
で
医
師
で
あ
る

兄

・
一
郎
さ
ん
の
治
療
を
受
け

な
が
ら
、
年
貢
に
悩
む
農
民
の

声
を
聞
き
、
行
動
を
起
こ
し
ま

し
た
。
病
駆
を
押
し
て
地
主
交

渉
に
赴
く
情
景
は
語
り
継
が
れ

て
き
ま
し
た
。

日
本
農
民
組
合

島
根
県
連
合
会
を
結
成

農
民
組
合
を
つ
く
り
、
要
求

実
現
運
動
に
必
要
な
県
連
合
会

の
結
成
に
奔
走
し
ま
す
。
仲
間

の
青
年
が
病
の
豊
原
さ
ん
を
載

せ
て
運
ぶ

「竹
か
ご
」
を
作
り
、

村
か
ら
村

へ
小
作
争
議
の
指
導

に
あ
た
り
ま
し
た
。
島
根
県
議

会
で

「赤
教
師
」
と
非
難
さ
れ
、

二
宮
小
学
校
の
教
職
を
追
わ
れ

た
小
川
重
朋
先
生

（後
に
浜
田

市
議
６
期
）
と
と
も
に
、

一
年

間
余
り
で
全
県
組
織
を
結
成
し
、

県
連
顧
問
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
員

へ
入
党

３
・
15
大
弾
圧
で
逮
捕

１
９
２
７
年
５
月
に
再
び
上

京
し
て
、
日
本
共
産
党
に
入
党
。

１
９
２
８
年
、
最
初
の
普
通
国

政
選
挙
に
福
岡
県
で
立
候
補
し

た
徳
田
球

一

（労
農
党
）
の
選

対
オ
ル
グ
と
し
て
活
動
し
、
九

州
地
方
の
共
産
党
組
織
拡
大
を

図
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

田
中
義

一
内
閣
が
治
安
維
持
法

を
発
動
。
日
本
共
産
党

一
斉
検

挙

（３
・
15
弾
圧
）
の
際
に
福

岡
県
で
逮
捕
さ
れ
、
懲
役
６
年

の
実
刑
判
決
を
受
け
ま
し
た
。

九
州
各
地
の
刑
務
所
を
転
々
と

移
さ
れ
な
が
ら
も
、
情
熱
は
枯

れ
ず
、
妻

・
田
中
ウ

タ
さ
ん

へ
の
獄
中
か

ら
の
手
紙
に
も
現
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
５
年
間

の
獄
中
で
の
非
人
道

的
な
扱
い
で
身
体
は
壊
さ
れ
、

「刑
務
所
内
で
死
亡
す
る
と
責

任
問
題
に
な
る
」
と

「刑
執
行

停
止
」
に
。
鹿
児
島
刑
務
所
釈

放
時
に
は
歩
く
こ
と
も
で
き
ず
、

義
兄
に
背
負
わ
れ
て
出
獄
し
ま

し
た
が
、
福
岡
の
姉
宅
で
５
日

後
の
１
９
３
２
年
６
月
15
日
に

亡
く
な
り
な
り
ま
し
た
。

犠
牲
者
の
名
誉
回
復
を

戦
前
の
警
察
は
豊
原
さ
ん
を

国
賊
扱
い
し
ま
し
た
が
、
地
元

で
は
尊
敬
の
念
を
集
め
、
１
９

６
４
年
に
は
有
志
が
顕
彰
碑

（写
真
）
を
建
立
。
旧
旭
町
歴

史
民
俗
資
料
館
で
は
、
郷
土
の

偉
人
と
し
て
肖
像
写
真
と
活
動

資
料
が
展
示
さ
れ
、
旭
町
と
し

て
名
誉
回
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
憲
法
の
下
で
は
起
こ
り
え

な
い
、
思
想
信
条
を
罰
す
る
治

安
維
持
法
に
よ
る
暴
挙
の
犠
牲

に
な
っ
た
先
駆
者
た
ち

へ
、
国

家
と
し
て
謝
罪

・
賠
償

・
真
相

究
明
を
求
め
る
国
会
請
願
は
、

紹
介
議
員
が
１
５
０
人
に
達
し

て
お
り
、
世
論
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。

文
責

・
佐
々
木
忠
且
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
は
、
ひ
と
山
越
え
た

か
と
思
え
る
状
況
で
す
が
、
専

門
家
は
こ
れ
か
ら
何
度
も
ぶ
り

返
す
こ
と
を
警
告
し
て
い
ま
す
。

日
常
生
活
で
は
３
密
に
な
ら
な

い
よ
う
に
し
て
、
必
要
に
応
じ

て
手
洗
い
や

マ
ス
ク
の
着
用
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
そ
う
い
っ

た
状
況
に
あ

っ
て
も
、
医
療
関

係
者
の
み
な
さ
ん
が
献
身
的
に

働
い
て
い
る
こ
と
に
、
感
謝
と

敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
厚
労

省
の
４
月
の
雇
用
状
況
な
ど
の

発
表
を
み
る
と
、
前
月
比
で
求

人
数
は
８

・
５
％
減
、
失
業
者

数
は
６
万
人
増
の
１
７
８
万
人
。

就
業
者
数
は
80
万
人
減
の
６
６

２
８
万
人
。
特
に
女
性
パ
ー
ト

が
52
万
人
減
と
目
立
っ
て
い
て
、

非
正
規
労
働
者
数
は
97
万
人
減
。

休
業
者
数
は
４
２
０
万
人
増
の

５
９
７
万
人
と
増
加
幅
は
過
去

最
大
で
し
た
。
こ
の
傾
向
が
５

月
６
月
と
増
大
す
る
こ
と
は
容

易
に
予
想
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
コ
ロ

ナ
禍
対
策
に
集
中
す
べ
き
時
な

の
に
、
検
事
の
定
年
を
延
長
す

る
法
案
に
加
え
、
年
金
法
を

「改
正
」
す
る
社
会
保
障
関
連

の
法
案
を
国
会
に
上
程
し
、
成

立
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
不

要
不
急
と
は
こ
の
こ
と
で
、
到

底
許
せ
ま
せ
ん
。

検
事
の
定
年
延
長
は
、
国
民

の
圧
倒
的
な
反
対
の
声
で
、
安

倍
政
権
に
断
念
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
年
金
法
は
、

マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
適
用
を
そ
の
ま
ま

に

「75
歳
ま
で
働
か
せ
る
」
こ

と
の
前
提
と
な
る

「改
正
」
が

成
立
し
ま
し
た
。

す
で
に
60
～
70
代
の
年
金
受

給
者
の
パ
ー
ト
な
ど
の
労
働
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
背
景
に
は

年
金
が
年
々
減
額
さ
れ
て
生
活

に
不
安
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
年
金
の
種
類
に
よ
っ

て
受
給
額
に
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
国
民
年
金
受
給
者
の
平
均

受
給
額
は
月
５

・
５
万
円
、
夫

婦
２
人
で
月
11
万
円
で
す
。
年

金
受
給
者
の
66
％
が
国
民
年
金

で
す
。
我
が
国
で
は
、
最
低
保

障
年
金
制
度
も
確
立
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
と
て
も
老
後
を
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
保
障
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
コ
ロ
ナ
禍
を
通

じ
て
、
日
本
の
年
金
制
度
の
脆

弱
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
高
齢
者
の

感
染
に
よ
る
死
亡
の
比
率
が
高

く
な

っ
て
お
り
、
働
く
高
齢
者

を
含
め
た
行
政
の
予
防
策
が
強

く
求
め
ら
れ
ま
す
。

河
野
哲
雄

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（敬
称
略
）

年
金
制
度
の
脆
弱
さ
を
浮
き
彫
り
に

治
安
維
持
法
犠
牲
者

豊
原
五
郎
さ
ん
の
没
後
89
周
年
碑
前
祭

思
想
を
取
り
締
ま
っ
た
戦
前
の
稀
代
の
悪
法

・
治
安
維
持
法
で

犠
牲
と
な
っ
た
豊
原
五
郎
さ
ん
。
そ
の
命
日
の
６
月
15
日
、

『
豊

原
五
郎
の
碑
』
を
前
に
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
な
ど
の
関
係
者
に

よ
り
、
碑
前
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

17
日

14
日

14
日

植

田

歳

雄

本

山

ヨ

リ

コ

吉

岡

二

郎

（100
）

（92
）

（87
）

敬

川

町

桜

江

町
市

山

桜

江

町
川

戸


